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吐出する水が軌跡を描きながらロケットが飛ぶ様は圧巻

　新年度早々の４月２６日㈯に、毎年恒例八王子市青少

年対策由井東地区委員会(以後、青少対)共催のふれあい

スポーツ大会を由井第一小学校で開催いたしました。参

加者は由井第一小学校と長沼小学校の小学生１８人、未

就学児１名、保護者５名です。また、心強いボランティ

アとして打越中学校からジュニアリーダー２名、ボラン

ティア部１０名以上の中学生が参加してくれました。ボ

ランティアの中学生は、子ども達にとっても頼れるお兄

さん、お姉さんとして、低学年生の面倒や競技の審判の

手伝い等大活躍してくれました。競技としては、ドッヂ

ビー、モルック、ボッチャの３種目で子ども達を高低学

年に分けてチームを作成し、同時進行しました。色々な

競技を短時間で体験することができるので、飽きること

なく楽しんでもらえました。特にボッチャについては学

校の授業に取り入れられていることもあり、子ども達の

ルールの習熟や、競技力が格段に上がっていることが実

感されて、嬉しい驚きがありました。最後は、保護者も

含めた全員参加しっぽ取りゲームを実施。決着がなかな

かつかない程の白熱戦となり最高の盛り上がりでふれあ

いスポーツ大会を締めくくりました。今後もみんなが楽

しめるようなイベントを企画していきたいと思います。

春の「ふれあいスポーツ大会 」

由井第一地区地子連　事業担当

山本　清美

ドッヂビーでは上級生が下級生をサポートする心温まる場面もあり

打越中ボランティアは熱心にとりくんでくれて大助かり

モルックはルールは単純ですが奥が深いニュースポーツ

ボッチャは学校でも盛んに扱われ始めたニュースポーツ

最後は子どもから大人まで入り混じってしっぽとり
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　秋に行っていたピザづくりを今年度は６月２９日㈰

に長沼町会館をお借りして行いました。炭酸飲料用の

500mlペットボトルに、強力粉、ドライイースト、水

などを入れて、ひたすら振って生地をまとめます。ですが、これがなかなか大変…。２人一組で作ったので交代し

ながら頑張りました。生地を発酵させている間に、段ボールでオーブンも作ります。開いた段ボールの内側にアル

ミホイルを隙間なく貼り、また箱にして空気穴を開けて出来上がりです。生地が発酵して、パンパンになったペッ

トボトルのフタを開けると、狭い口から丸くなってた生地が飛び出してくるのが、ふ・し・ぎ！　自分の好きなよ

うに生地を伸ばしトッピング。炭火を用意してくれている役員さんの所に持って行き、待つこと１５分。自分だけ

のピザの出来上がりです。みんな、あっという間に食べ終わってました。

創作活動「ペットボトルピザづくり」
由井第一地区地子連　副会長

溝口　真理子

ドライイーストの働きを活発にする為、温めてます 長沼小の黒崎先生も参加自分で苦労して作った生地に自由にトッピング

　われわれ地子連では、年下の子ども達の

面倒を見てくれる良いお兄さん・お姉さん

として、様々な場面にて活動を盛り上げる

ことができる「子どもリーダー(通称、サブリーダー)」

を育成しています。当地区では小学校４～６年生を対象

(３年生は体験参加可)に、八王子市子供会育成団体連絡

協議会(以後、市子連)のサブリーダー認定基準に準拠し

た年間８回のプログラムで当地区の楽しい体験や、市子

連イベントへの参加等の活動を行います。

　今年度は１９名の受講生の申込みを受け、６月１４日

㈯に内１７名で開講式を開催し、サブ研がスタートしま

した。来賓には、青少対の青木会長、由井第一小学校の

山川副校長、長沼小学校から小泉副校長と黒崎先生

にも御臨席いただき、両副校長からは「日ごろ体験

できない様々な事を学んで、みんなで地域を盛り上

げてください。」と激励の言葉をいただきました。

　地子連では、子ども達に学校や家庭とは一味違う

体験をしてもらいたいと考え、一泊二日のキャンプ

等の活動で「楽しい遊びの遊び方」を学んでいきま

す。そして学校や地域など様々な場面で「子どもリ

ーダー」として活躍して欲しいと期待しています。

表．令和７年度サブリーダ研修会プログラム

サブリーダー研修会開講式を実施しました
由井第一地区地子連　副会長

松田　和広

自己紹介もハキハキ、講義も活発に意見できる研修生達に感心


